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ヰとケ1なilii事iよ.秋fH県仙北部協和師TJn:JII'{:fflfJlJ<にあ'人昭Jn44・45frに1品ftl師If1.H

~H会によって発綴謝盗が行なわれまし た. その鮎県以内でもきわめて特異な II I ~i~.".\

代と縄文時代の似合法跡であるニとがりlらかにな 1).その後;n側、の総臥""":JH出に勺いて.

より深<1.川町l寸るニとが期待されておりました，

附fll49frJ良からこの地域で. 入会作野戦術llLiJL・H立がヲミ鈍iされることにな 1)，ニのた

び，)置跡の~I習確認と今後の保存対策iニiをするため分布諸企を災ぬいたしま し 1' . J，..，苅

~dtl~'.'得が. 遺跡の保護と住総解明の予がかりとなれば挙であ リ ます

おわリに1=調Jtにご街導ごt品カをいただきました文化Ii'必念狗認を，;L の. ;謁1'tU~

i立，L品拘町教育委員会，協和町荒川ま青島1:1<入会林野t1'術SEfT内万々に~~<泌.むiJ.-tる

次郊であリます.

IIrH1I50.i1→ 31131日

秋凶県教ftl:Tl会

数向k 山 4= 

4531 



目 次

序

l 部Heに芸品経過 ・…一・・H ・H ・.......・H ・......・H ・.....・H ・..... ..• ....…・…・・・・・・…...・H ・....…'2

2 {立留と 況 ~;I;.... .. .. ... .... ・0・・・ H ・H ・.......・H ・...・..••.• ... ... .•• ...・・・ .... ・・ -… H ・H ・.....3

3 ii¥'d3'iの方法と目的・....・ e・-ー・・ …・・・・…，...・H ・-・目・・・0・ぃ・・ ・e ・・・・ ・H ・M ・I".・M ・-・・....・-…H ・H ・..…3

4 品~ j主的結 来………......・H ・...…....・M ・.......・ a・-…...・M ・..........・ e・..一一...・・ .......・・……・6

1 治怖と分布ーー…一一一……・...…・-・・…・・ E・e・......H.......・M ・..・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・'''6

2 主な出土造物…ー……....・H ・...……・・M ・M ・...……….......……・・・……ー・ー……・...…・6

5 ま と め……・・……・……・・・………...・H ・..………………....……...・H ・..・…....・M ・...・H ・13

BI1.r.<t耐え日次

m 1 1:4 (;L: ':1_i 図…...・H ・，.，.・…・・・…・・…ぃー・…・・・・・・・・・・ -・…・・....…...……・・・・ …...・M ・'4
m21文| 全 体 関…・ ・・・・・...….."".・ M ・..........一・…・・・ぃ……・・“'・・… ・ー........…・・・・0・・n ・・ 0・5 

~; 3凶 縄文土R:~拘置S e e -- -u， ..Eh--H  H ・H ・・・・・...........・・・ ・......…..，...........………。..7 

m41世IIlll文時代Tillli災制問......・H ・H ……・・・・・白・・・…・・...・H ・...・H ・....・H ・-・・0・・・n ・・・............………・8

m 5 ~ lIJ:li器時代の石;f.7fftlm司..... ・・…・山……H ・H ・...・・・0・…・・・・…...・M ・......・M ・...・H ・M ・M ・..…10

tiI 6 I<!I I日石器時代のお詩集調。関川・…………...…………一-…...・M ・...・M ・..……...・M ・.....…Il

書17f4 IrI石器時代的<li器:)~測附.. . .....・H・....・ H・-………・ …-……… …一 一 . . .......………・・ 12

司18悶 分布範凶凶….......……・・H ・ M・...・H・....・H・.....・H ・....…・..... 一一一一・……....…・…… I~

[jllJd j!'il事全体写j'i...・・…・・一 .....・H ・...…………...・H ・......................・H ・-………....・M ・-…15

図版2 til2. til3地点逗景ー・ ・… ・・…...・H ・，.… ・・・・一 ........…ー… ・....... ・・・・……・・白・ 15

[;<1版3 ~Ô 1 . 寄'i2地点i進対……...・H ・.......…・・・………・……・・…・一.................・・…H ・H ・H ・.....16

凶J:li'1 U~ 3地点泣物Utゴニ状態…........・・ 0・・・…・・・・0・…………......一 ....・M ・...・?…...・M ・-…………..16 

閃版5 ~"l 3 地点i立物:H土状~........ ..... .. .・ M・.... ・ M・ M・... .. .... .. . . . .. ー・・ー ......一.......ドい.い......….“.. ….“"'1げ7 

|限閃賀苅|問聞仇di ~抗N3 地点点-巡 1物布H出Ij土よ4状長態-…-一.. 日...….“......…0川.. ….川.. ….....… .. ….山….. ….日….“….. ….“.“ .. ….日.. 

閉剛仇17 i泣n物 ヨ勾ヨ壬，: r其'1.'一……-一….一.. 一...….....…...…....…・・…・H ・H ・-…・・H ・H ・-…… 一一一一 ー一ー・ー….... ………・'18
1:41:118 i!t物写真・……一一一・・…・……...・H ・......・M ・........一……一一一一…ー-…........φ19

14Ti 9 i!t物写 IJ，"…………………....・H ・-…...・H ・...・H ・-一一一 …一・……....・M ・....20 



1 調査に至る経過

米ケ採遺跡は昭和36!M~ II .幹丸氏によ って 18 ;行総時代的漬物が発見されたことから注目されてい

た.昭和“手に上荒川地I買民のイi芯によ勺て r米ケ採択地改良組合2 が結成され米ケtIl.1..ttー慌を
保草地としてM.経営の計前が立てられ.同年9月ブルドーザーが入。工事{草地改良}が実地さ
れた. これを知今た Utl.氏I~現地を鎗葺L!B;百器時代的遺物を録集し絶点をは っ与リと信認した

のである.

秋岡県内にこの時代的ltI跡的発見が少なく不明な点的多いことから矯積仰に緊急側先をしようと

いうことに なリ 日目前144 1J~1J月 14 日 -15日に第ー 次側査を行勺 たのである.これで包合婦がしっかリ

している都がわかったのである.そこで!l'}.年の10月 1[1-6 Bまで第二次調夜を災総l.，1円石総時

代の遺跡としては県内ではじめての本f括的な調住がおこなわれたのである.

この第一次.第二次発掘調食の内容は踊拘町敏行委.M会から『米ケ森遺跡完結測悲報告jlfJとし

て町商事146年8月刊行事tlている.

l情布148年に米ケZ草地区の入会地を燥の r入会林野際情促進4S:tfJ とLて.入会地を僻1人に分配し.

納林されるという話がもらめが勺 たのである.そのâtilloll~fI!! fll49年度中に傭人に分配し.50$~:(手に

I~純林するという bのであ今 1:'0 そ ζで県教育委民会は休政探と述絡をとリ . また |品干flllfr敏行委員

会と符i打合せをお二ない. 附仰491F皮に緊~.、調査として分布調:i'Eを実施l. ， その私自ì!lèによっては

聞事150年皮発綴調査を災地するという考えをもって， tl!!.ιL~に設明をおこなったのである 幸い地

応的人逮の理解を得.50年度l1li1をする渇所については揃休を延期してιょいというa常に協力的な
向答を1!.たのである.

そζで国庫補助を得て調査主体は県教育委員会が当たり協和町教育1:貝会がこれに協))するという

形で.昭和49年10M1 [1-)01'1まで調査を実地したのである.ニの鈎査を第二次制伐と時.. .1 :二とと

し，次肉体制て技施した. (ldW.) 

:ru極主体依岡県教育1島民会

凶力関体温拘置Jt'I育委日会

.-:tt員秋m大学必舗白石建犬
県教背庁文化~;r-:;'i主4' r.s t現余時
秋回市教rr会~会社会教n諜主'Ii' '11' JJj( f空行

窃加者 協手日町教育1i!以会 山谷ゆニ， ii.stP.光Aft，i血猟"" . 111崎t，'i.式雌'1制. ;r:it;苛王寺.
加藤高s;a.1血藤供一
数回大学学生 村両百合子.菅野博1・上礼子.長谷山と し子.尾猿谷r.t子.近江

事幸子.渡部澄千. ~mlW飢.菅野茂雄.弘III初I量

測量 回畑隆次.相m高野
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県教育庁文化護主事It肉眼男.

県会計課主事進蕗公子

2 位置と現状

協利回TI孟秋問県めは!r中央音~に依潰し， (ill~t'I!'fの西北織にあるæ-rである.協拘置f を jli北に縦断

してl吋i.t!13号線が走っている.遺跡はよの13-1")'鰍から分自主して盛岡にJ通ずる周辺468・斜II(Iいにj，リ

分岐点よりlUに 4k...穫のところにある.遺跡!i米ケ傑 {槻荷 313m)の前に捌けた台J也I:!:あ町線

刻 1∞m前後を計る。この台地!!jIl:J干のIJoJ(1軒}を酎鈍する責~)l1の河路段丘と考えられるもので.

米ケぬから流れ出る択によって大き〈 τつにllII折されている.米ケ議に向。て左側を第ー虫色点.中

央郎を第一』也，r}.，省舗を第三』量点と呼JZJ二ととする.第一地点1;1ー穆 {東側}が1宮地とな今ていて.

それ以外は t~林である。こ司11-J也のØ5分を令制調企した. 第二地点Iま最も広< .坤とケ*に泊ずる山

.illがiW司ている.よ4二は南側に突出する二つの首状の台地からな勺ている.第一地点との""にrlJQ)

lぶいれがありここは雑木があって調子t不可飽. その他の部分を減資.第と::J出.~':t: lま才I側のfìJtl!で. ょの

f~地だけがほぼ平~で草地である.この冊目分!;1全域を制~.第ー・， 第二地点とも平111.怖は少ない.

m僚)

3 調査の方法と目的

"Jtli:!<ヶ食山8曜から下両本問までのr:llを.，商代対象として灘貨をおζ主って， 40mX40mのグ

リ γ ドを.a定.そこで阜地となっていて.比較的~JIl節分を地点発鋸をおこない遺構と.i1I物のイi

織を傭かめるという方法をとった. ~を似t也点の曲I簡は 1 m X 1 mとL.遺t膏..iI物のめリそうな所

をm点的にその地点をif.にした.
股f豊にその精米を線で結び.遺跡の~1ll1を判R5i!すると い う方法をと勺た. I白石器時代的Jl't跡と〈

にm物的あり方は少しでもiI'i物的集中している併をはず/1.ると会〈といってよいほど遺物がmない
ので.その点を考感L.I日:石録時代的遺物の111るhf飽住のある所はlmx2mにしたリ，):!!植地点的

slI隔を狭めて.分布調査証もれのをいように心掛けたが.時附の関係でもちろん完全ではない.

{筒鰹}
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4 調査の結果

通織と分布(遺跡の範関)

園町 I地点

gjn地点的潟重量区域1;1:22区大グリッ ド内であリ. 縄文時代土総片，石鍬.プレイド塁手がf十¥jニした

がその他，遣隊等はみられなかった.

館H地点

第11地点の調発区城1;1:16，26. 28区大グリッドで.縄文時代土総片が数点出土した他.26FIX a 

lグリ yド内に採さ約鰍mQ)士織が織認された.28Dldlグリッドでは.制ニよリ制加の深さ

でローム泊'に逮する.ロ-ム蘭まで編リ込んでいく途中でかなリの炭化物がみられ，グリッド~t!lll

に住騎跡の周堅実が認、められ.南隅に雄幾 (直後品ヲ2加 n)があり.まわりには焼土が広がっていたこ

とから.このf主居跡の炉と忽わtl.る。 全線していないので. 土~. 住:~奇跡の線t丸その他の施政に

ついては不明である.

MUI地点

第四地点の剣先区滅は20.30. 38， 39. 47大グリッドで.m 1次(昭和44.lf.).目白2次(昭和45年)
調書E区波よ り ~t. 北東側にグリッド ( lX 1 m ) を設定したもので. 1日;石総時代の遺物の出土範鴎

11舌状台地の先端部 (38，39グリッド)に集中的にみられ，遺跡の中心部と忠われる.第 ).第II

地点に比べ縄文時代の遺物の出土最も多い.30C lV c 2. d 2グリ yドに人目Il大ほどの河原石が7

悩まとまってあリ.石町掛1に土器片.木炭が検出されている.全掘していないので池桃の性絡は不

明である.他のグリ ッドでは旧石録時代.縄文時代の遺憾は縫認されていないが.第11.第III地点

においては縄女時代のi1t怖が破認されており.!ll1Il地点はl日;石器時代.縄文時代をi曲じて殻む利用

された生活の場所と考えら札る.

2 主な出土遺物

(1) 縄文時代の造物

縄文時代的III:i:jfi物 {ゴニ綜}は第11.第四地点で主に::fj土しているが全般的に最は少ない.石総

11石匙.桁肌，凶宥が出土している.

第 1領土都 (!Il3図1. 2) 

無文の土;紛で. ) 1;1:深鉢の.. 1都のようである.非常に焼成がよく胎ニtも良好である. 2 f;l:口線総

で外反する。第1I地点.住居跡内出土である.

1';2領土義 (第3図3) 

f控来文土君事て.古車文向後に沈線がひかれているも円である.

-6-
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2 

七三三コ
100. 

第4図 縄文時代石骨量実視'iI~1

113蛾之鰭 ( 書~3 図れ 5 . 6 ， 7 . 8 }

会気

aa 

J1Iim縄文のよ訴で.4と5r志向 ・俗体で担~II)也点ttl.'i跡的炉に埋められていたもので.市~Îl岬に砂

使紛を含み.縄文ははっきつしない.6の上総(縄文RL}は昔苦悩にええが付清している大形の深

鉢のようてある。

114領土器 0113図9.10， 11) 

縄文のム包で.9 I縄文LR)は焼成はわる <.mm5嗣て'あふ IWR Lの単節縄文て.沈

a曜がわずかにみられるが，一応ニの4l固と した

115<<買土鎗 {寄i3凶12)

羽~Â縄文の上総で，スえが(.t着している.

第6頬土総 (徐3凶13)

i民鉢の1.総と且lわれる.J也文r;t.制li文で附知4止につ〈られた部分のドに縄文H:痕文がぬされている

117頬土総 (!i'l3[.:414) 

地文に縄文をぬL..，そのよに粘土総を貼リつけたf::t~で粘土純向上に縄文て'.A1Jみをつけている.

胎 L.然成U.よ〈をい.

石銭 ('lI4k45) 

石色 t司114凶2.3) 

石凪 {角高4阿 1) 

凹右

(2) r日:音締時代の出土遺鈎 (割高5-7[:.j)

8 

、，



旧石器時代の遺物の総数は約 125点を教える。そのほとんどは第四地点出土のものであり，出土

層についてはローム層(第即層)からのみならず，縄文時代以降の撹乱等で表土 (黒色土層，第I

層)，縄色土層 (第II層)からも出土している。その主なものはナイフ形石器・ 彫器・ 石刃 ・石核・

その他である。石材は頁岩が大部分を占める。

0ナイフ形石器

ナイフ形石器は3点出土している。

lのナイフ形石器は第l次，第2次調査の際出土した，杉久保型ナイフと東山型ナイフの折中し

た形態をもっナイフ形石器である。すなわち，基部は杉久保型ナイフの特散をもち，基部の両側に

紛l加工を施している。打面は小さく残って先端部には加工がなく ，主要剥離商と逆の方向から剥離

された面をもっ東山型ナイフの特徴もそなえている。長さllcm。

2のナイフ形石器は打商を取り除き，基部の両側に細加工を施し基部の主要剥離面に樋状$J離の

加工がなされていて，杉久保型ナイフの特徴をもつものである。先端部が欠航している。

3のナイフ形石器は打面が取り除かれ，恭部は正面と背面に互いに片面づっ細加工か施されてい

て，いわゆる木葉形を呈し，杉久保型ナイフの特徴をもっナイフ形石器である。先端部は欠損して

いる。

。彫器

4の彫器は小形の石刃を素材と した斜行角形彫器で¥石器正面右肩に細加工を施し，背而;(iから

一撃して彫刻l刀面をつく っている。主要剥離蘭と彫刻刀面との角度は約80.である。

5の彫骨量は自然面を残す長さ約 3.5cmの剥片を利用し，彫刻7J耐が2つあり，一面には小さい剥

離.が3回ある。新l離面と彫刻刀而の角度は約120.，約40.である。石村は頁岩だが比較的特い。

6の彫器は自然面を残した'1J広の素材でつくられた彫器で，石の節理による平到な蘭に3-4聞

の打撃を加え，広い彫刻l刀蘭をつくっている。彫刻刀面はニヶ所あり，ーヶ所の主要剥離砲iと彫刻

刀面の角度は約45.て・彫刻万函に近い逆の面に部分的に光沢(摩擦痕，f!止・用痕)のある所がある。も

うーヶ所 (反対側)は打撃を2-3回を加えて彫刻刀面をつくり刺総面との角度は約60.て二やはり

彫刻刀面に近い逆の聞に光沢のある部分がある。

7.背面i布肩に細加工を施し， 3回の剥離で彫刻j刀面をつくっている。背面右側IJにも加工がなさ

れ， ノッチがつくられている。主要剥離面と彫刻刀菌の角度は約150.である。

8.小形の石刃を索材としてつくられた彫器で，万部を正面から見ると神山型彫器の特徴である

乙字の稜をなすものである。

0石核

- 9 ー
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~6 悶 旧.i昔話時代のお様!s-i聞図



u 

25 

φや Uヨ
。 IOcm 

m7図 旧石縛時代の石器笑iIIIJ図
石仏113β.出J:している.

9の石伎は l匝!の制緩で打簡をつ〈リ.打耐と制緩簡との角度はIH1.!HIに近<.Hミ1のふJ-方

向からの1M離が行なわれ(階段状加l織もおめらILる)自然測を1<妓した訂fAである.

10の石依l.t2 l: [.)じよ告な自然融iを残L.両虫歯に打由ーをもっ.一治1;1闘の制緩でつ〈られ.小

さい附段状制緩でiIIU置してliJ躍が行なわれている. -fjの.fT而u妓勺ていない.

J IのイI核(1肢も形的!Itったむので仙i端に打inlをもち.小さい階段状蜘i蹴で干潟終L.和!械が行なわ

れている.

0石匁 ・その他の石総

;fi}) (j 2大別 (a. b)すると.a は30..-47醐 . 巾7酬 -10畑町小形的和j片を利mしたL

めて.打面を残すbのである.121;1打函Ijな<. 1311脊面白・欄打面近〈に光沢 (~線復. 制:1IIø:)

が認められる.16. 17. 18， 19. 23は巾が17m-27mで特に18のお材(i砂tifeでもみく石総縁辺.

刃制iは"滅が著しい.b は比較的大きい石刃で.22'HT闘を大きく 残Lrjl広の翻i厚い石刃である.

24'1打備を除〈縁辺と自然面を刃郎として使用したもので.事華麗 {自然面}中央の陵のところに光

- 12-
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a巴

• 

• 

沢の西日分がある。

その他の石器についてはおは鍔態打簡をもっ，厚き約1cm前後の石刃て'背蘭お車中下からも羽車産が

行なわれている。主要事l縦陣i"'i側ドに刃こぼれがあリ.この部分とi草の薗.そtLにほぼ平行な主要

事IJ~量所在1聞に光沢がある.澗絞打出から Z 自の斜線か加えられ，石刃と彫器内向機能を も った石総

と考えられる.

261i打耐と主要制緩語1の角度が約120.で石総の縁辺に加工が施さIt.ζの剥mrよ型軽番制l離で.こ

の郎分を利用して後器的働きをなしたと忠、われる。

27は比較的大きい剥片を素材にした石器のようであるが祈扮している.主要，~J続前左側lに加工を

砲してある.

28r.HT閣を大きく残(.，.反対測に加l工を総した石器でJJO工の部分は1ft滅している。 {骨原)

5 ま と め

米ケ森遺跡r;t今回の潟査を含めて三闘の調査が実施された.今までは第三地点だけの絢*であっ

て.遺跡会体の範倒11不明であ勺たが.今回の潟設でその大絡をつかむことができた.それによれ

ば.第 ・地点，第二地点r:t縄文時代中期iの米から後期の初めにかけての遺跡があ り，その住I;!l・跡も

一郎舷~， したのである. 第一地点では地すベリの跡{， 6藍32 したが.その地すべりが何時I;jのむので

あるかつかむことはできなかった.第二地点では中央部に赤土から蝿I~~J器と息われる石器が}点発

見された (m5鴎5)。しかし他にζの時期のものは見つからず，I日;石器時代の遺跡があるかどうか

未だ11勺きリしない.第五地的ま台地の西側に集中して旧石器時代の遺物を出す地点のあることを

隊訟。また北側に縄文時代の中期末の住脳跡などがあることを硲犯した.

この結果を図示すると第8図のようになる。遺物については米ケ森喜?ナイワがまたも発見さtt.

また彫総.小形の.fi刃が多〈発見された.これは米ケ撚irt跡の編年的位置づけを考える上に重要な

役割をはたすものと忽われる. (高慢)
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凶J¥Ji3 第l地点. ~2 地点逮f，(

問販4 第3地点iI物l出土状態
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図版5 書131量点遺物出土状態
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f4T1~ 6 m 3地点遺物1'1-"状態
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